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Ⅰ は じ め に
教育における音楽科教員に求められる今日的課題として「幼稚園・小・中・高等学校及び特
別支援学級の学習指導要領等の改善について」（平成20年1月）では，学習指導要領改訂のポ
イントとして「生きる力」という理念の共有や知識・技能の学習と思考力，判断力，表現力の
育成などがある。感性を高め，思考，判断し，表現する一連のプロセスを働かせる力，生涯に
わたって音楽に親しみ，音楽文化のよさを味わったり，生活や社会に生かしたり豊かにしたり
する態度の育成や我が国の音楽文化に愛着をもつ，他国の音楽文化を尊重する態度を養うこと
が，音楽科の果たすべき重要な課題の一つとしてあげられている。
芸術音楽，各国・各民族が大切に継承している民族音楽からポピュラー音楽に至るまで，教
材は多様化の一途をたどっている。音楽科を担当する教師として身に付けておくべき知識・能
力とは，様々な音楽をどのように教材として扱うのか，指導力と共に音楽の選択や分析の力が
必要とされる1）。そこで本研究ではイギリス音楽復興の中心ともいえるヴォーン・ウィリアム
ズの晩年の作品，テューバ協奏曲をとりあげる。
テューバ協奏曲ConcertoforBassTubaandOrchestraは1954年，ロンドン交響楽団2）創
立50周年記念の委嘱であった。創立以来，イギリス人作曲家による作品の世界初演を数多く行
い，イギリス音楽の発信に多大な貢献をした。これは音楽における民族主義が具体化した一例
である。楽団誕生の半年前，1903年にヴォーン・ウィリアムズ（RalphVaughanWiliams
1872-1958）は初めて民謡採集を行った。著書『民族音楽論』の中で「国民楽派は自国の歌を
素材にして作曲すべきだ」3）と語っている。その言葉のとおり，彼の創作活動は民謡を源泉と
するものであり，生涯にわたりその姿勢が変わることはなかった。イギリス音楽復興の象徴で
もあるロンドン交響楽団とヴォーン・ウィリアムズの結束により，彼がイギリスへの献身が最
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も深い作曲家だという認識を生み出すこととなった。
この作品は著名な作曲家によって書かれた初めてのテューバのための協奏曲といってよい。
これまでテューバは合奏体の一部である音楽の土台を担ってきた。しかしこの作品においてヴォー
ン・ウィリアムズは，従来の位置づけにとどまることなく，独奏楽器として俊敏な音型を駆使
したり，高音域で歌う木管楽器のような柔和さをもちこむなど，テューバの性能拡大を行って
いる。彼がテューバを選択した意図については言及されていないが，第2楽章にみられるイギ
リス音楽特有の暖かさや，懐の深さを表すためにはテューバがふさわしい，テューバであるべ
きだという必然性を感じるのである。
作品は急―緩―急の3楽章構成をとっている。作品の特性としては，各種の旋法や五音音階
に基づく旋律，舞曲のリズム，多声的手法がみられる。更に中世の素材に現代的な操作を加え
たり，ポリリズムを用いるなど多面的な作品である。これらを結ぶものは，彼の音楽にとって
不可欠でありイギリス音楽創造への鍵ともいえる民謡である。本稿では生涯を通して貫いたイ
ギリス人音楽家としての理念が，テューバ協奏曲でどのように実現されているのかを分析し，
ヴォーン・ウィリアムズの作曲技法の独自性を追究したい。
Ⅱ 19世紀後半のイギリス音楽
フランスに端を発した1848年革命は，ハンガリー，チェコ，ポーランドなどのヨーロッパ被
支配国へと広がっていき，民主主義の気運が高まった。一方，イギリスではその影響を受ける
こともなく自国の発展へ向かい，この革命を機に海外から多くの音楽家がイギリスに逃れてき
た。ヴィクトリア朝とよばれるこの時代は経済をはじめ科学技術，文化など様々な面で絶頂期
を迎え，音楽の世界では外国の一流演奏家を招き，外国の作品が演奏されていた。ここに集う
聴衆は，最高の娯楽として音楽を楽しむのであって，自国の音楽家や作品を希求することはな
かった。つまりイギリス音楽界は生産ではなく消費の側であった。
パーセルが活躍しイギリス音楽が興隆を極めた17世紀以後，すぐれた作曲家が輩出されない
という状況が2世紀近くも続いた。イギリス音楽界はこれを打開し，国民の音楽に対する歪ん
だ認識を正す必要があった。そのためには，アルバート公（FrancisAlbert1819-1861）4），ジョー
ジ・グローヴ（GeorgeGrove1820-1900）5）らの登場を待たねばならなかった。当時，音楽家
の社会的地位を低くみなすという世相が存在した。そこで民意を動かすに及ぶ影響力をもたな
かった音楽家にかわり，音楽以外にも広い見識を持つジョージ・グローヴらの活動が必要とさ
れた。彼らによる国民の意識改革は以下のような方法6）で行われた。
ア．王立音楽院など教育機関の設立
それまで多くの学生は専門的，また当世風の音楽を学ぶため他国に赴いていたが，留学に頼
らず自国でも充実した教育が受けられるよう整備した。
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イ．音楽ホールの建設
上流階級の社交場であった音楽会を，どの階層の国民も等しく楽しめるよう，セントジェー
ムズホール7）などにおいて，多彩なプログラムを展開し新たな聴衆を増やした。
ウ．大規模音楽祭の開催
ヘンデル記念祭8）で数千人の合唱，数万人の聴衆が一堂に会し，メサイアの演奏によってイ
ギリスを讃え，イギリス人としてのアイデンティティーを認識する機会を設けた。
この他にも，アマチュア合唱団やブラスバンドの普及，学術組織の整備など，さまざまな階
層の国民を対象とした啓蒙活動を行った。合唱普及に伴い自国の民謡や教会音楽に再び関心が
集まったことは，イギリス人に自国を意識させる契機となり，イギリス音楽の再興において重
要であった。
Ⅲ ヴォーン・ウィリアムズ独自の音楽観を確立する経緯
このようにしてイギリス国内に萌芽した啓蒙活動はイギリス作曲家を生む基盤となり，それ
はイギリス固有の音楽を創造する道へとつながった。エルガー（EdwardElgar1857-1934）
やホルスト（GustavHolst1874-1934）など19世紀後半から20世紀初頭にかけて，次々とイ
ギリス人作曲家が出現した。ヴォーン・ウィリアムズもその一人である。
彼の作品はイギリスを題材とするものが多い。題名そのものがイギリスを想起させる作品は，
交響曲第1番「海」，《第2番「ロンドン」，民謡採集先に因んだ，交響的印象「沼沢地方
にて」》や，《3つのノーフォーク狂詩曲》などがある。既知の民謡をもとに作曲されたものは，
グリーン・スリーヴスの主題による幻想曲，同様に《オーボエと弦楽のための協奏曲》の第
3楽章では「夏の名残りのバラ」を引用している。また過去のイギリスに視点を向けた作品と
して《タリスの主題による幻想曲》や《5つのテューダ朝の肖像》がある。音楽以外のイギリ
ス芸術もまた彼の作品に反映されている。バレエ音楽「ヨブ」》はW.ブレイクの挿絵に霊感
を受けている。また，オペラ《牛追いのヒュー》をはじめ合唱作品，歌曲などその多くはイギ
リス詩をテクストとしている。古くは中世のG.チョーサーをはじめ，W.シェイクスピア，
W.ブレイク，そしてヴォーン・ウィリアムズと同世代の作家，詩人の作品を自らの創作の発
想とした。
実際，ヴォーン・ウィリアムズが国民に作曲家として認知された最初の作品は，イギリス詩
人W.バーンズによる歌曲《リンデン・リー》で，歌詞はドーセットの方言によるものである。
ヴォーン・ウィリアムズ自作の旋律は素朴で静謐な美しさをもち，その民謡風の調べは何かし
らイギリス人の心に響く特質があった。この作品に対する国民の反響は，彼の音楽的思想に示
唆を与えるものだったにちがいない。
第1次世界大戦前後，ドイツではシェーンベルクら新ウィーン楽派による無調音楽の試みが
なされ，更に第2次世界大戦後には12音技法へと発展した。また，ロシアではストラヴィンス
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キーが革新的なリズムや複調などを用いて《春の祭典》を発表するなど，海外ではそれまでの
音楽の既成概念が覆されるほどの変容が起こっていた。一方その頃，ヴォーン・ウィリアムズ
はイギリス固有の音楽を模索しながら，交響曲第2番》に着手していた。彼にとって音楽は
脅威を与えたり，自己顕示の手段ではなく，いかにイギリス人の心に寄り添うべきかが重要で
あると主張している。彼の作品を追ってみると，音楽の創造において自国の素材や伝統から決
して逸れていないことがわかる。このような彼のイギリス的なるものへ固執は，民謡体験に依
拠している。
1．うたへの愛着
ヴォーン・ウィリアムズは幼少の頃から，音楽の中の「イギリスらしさ」に対して鋭い感性
をもっていたと推察される。彼が初めて知ったイギリス民謡TheCherryTreeCarolについて，
「豊かでシンプルな古典的音楽伝統があると理解した」9）と述べている。また後に作曲の師となる
ヒューバート・パリー（CharlesHubertParry1848-1918）10）のオラトリオ，Judithを聴いた
時「パリーの音楽には特にイギリス的なものを感じる」と語っている。更に子どもの頃にThree
ChoirsFestivalへ赴き合唱を知るという経験も興味深い。このようなことからヴォーン・ウィ
リアムズが音楽の中にイギリスらしさを感じる時，「うた」は密接な関係があるといえる。
2．パリーの影響
彼は10代でパリーの著述や作品に出会い，著書StudiesofGreatComposersの中の「作曲家
は音楽的道義心の要求として書かなければならない」は，かなり新しい考えだと述べている11）。
つまり，作曲とは人道的な行いであり，作曲家の意義は個人的な芸術創造のためではないと解
釈できる。ヴォーン・ウィリアムズはこの独特な考えに強い影響を受け，彼のもとで学ぶため，
1890年に王立音楽院へ入学した。イギリス音楽復興の精神的な牽引者であったパリーは1899年
イギリス民謡協会12）において「音楽芸術の発達において重要な事象として，民族音楽のもつ役
割を評価する」と述べた。更に「音楽は独特な国民の特質を具体化する」という考えをもって
いた13）。これはヴォーン・ウィリアムズをはじめとする作曲家たちに影響を与え，すでに着手
されていた民謡採集にも弾みをつけ，テューダ朝音楽やパーセルなど伝統の再発見など「イギ
リスのうた」への関心が高まった。国民の間に起こっていたナショナリズムである合唱運動に
伴い，当時の作曲家たちも合唱作品を創出している。しかしパリーのことばの理解は，ヴォー
ン・ウィリアムズと他の作曲家とでは一線を画す。それは，子どもの頃抱いていたパリーの音
楽への共感が裏づけとなるだろう。彼の言葉に従い，民謡のみならずイギリス性に固執するヴォー
ン・ウィリアムズの創作姿勢は妄信的とも言える。「合唱作品はイギリス的に，また民衆的に
書きなさい」14）というパリーの金言があるが，ヴォーン・ウィリアムズの作品を概観してみる
と，合唱曲は90曲にも及び，歌曲，さらに民謡編曲等合わせると，作品全体のほぼ7割にも達
し，更に交響曲にも合唱，独唱を取り入れている。イギリス人にとって合唱，人声が特別なも
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のであり，イギリス固有の様式の鍵となること，イギリス性の追求が作曲家としての人道的行
いであるというパリーの教えに非常に忠実であった。イギリス合唱曲の指導的作曲家という評
価を得たパリーのBlestPairofSirensは，ヴォーン・ウィリアムズ自身がイギリス人の作品
の中で非常に好んでいた作品であった。これは思想だけではなく音楽の面においてもパリーへ
の共感を表すものである。同じ感覚をもつ師との出会いにより，ヴォーン・ウィリアムズはいっ
そうイギリス志向へ導かれた。
3．民謡体験
前項で触れた，アルバート公，ジョージ・グローヴらの功績により，イギリス国民の音楽に
対する価値観の変化及び，音楽活動の活性化に伴い，自国の遺産にも関心が集まるようになっ
た。パリーの理念に感化され，ヴォーン・ウィリアムズはイギリス各地で「音楽は民族的であ
るか？」という講演を行った。1903年にエセックス州ブレントウッドでの講演後，教区のイン
グレーヴに招かれた際，彼にとって衝撃的な出会いがあった。労働者ポティファーの申し出に
より，初めて生の民謡を耳にする機会を得たのである。その労働者が歌った民謡Bushesand
Briarsを聞いた時の印象を「知的な目的と同じくらい本能と情緒を結びつける啓示を受けた」15）
と語っている。
わずか11小節の民謡の中に，反行，拡大，圧縮，反転があり，提示～展開～統合という音楽
構造も認められる。音楽的な教養をもたない，またしばしば非識字者の間で，芸術的な表現を
もつ歌が伝承されていることに彼は驚いた16）。もしこの出来事がなければ，ヴォーン・ウィリ
アムズの創作姿勢は異なるものであっただろう。BushesandBriarsに出会った時，彼は「イ
ギリス民謡を知っていたし，愛好していた。だが，実際耳にするまでは，民謡の可能性に確信
をもつ自信がなく，ぼんやりと信じていた」17）と述べている。いかにこの民謡との出会いが衝
撃的であったかは，彼の作品に引用される曲数に現れている。その数は交響曲，オペラ，バレ
エ音楽など14曲18）にも及ぶ。その後，イギリス各地をめぐり，約800曲もの民謡を採集した。
ある一つの旋律が異なる歌詞を複数もち，歳月の経過や人々の生活と共に常に変化することに
より，いくつもの民謡の変奏が存在する。ヴォーン・ウィリアムズはたった一つの民謡がもつ
表現の多様性に気づき，繰り返し用いることで自らの音楽語法となることを見出した。子ども
の頃に抱いていた音楽の中のイギリスらしさ，また，民族音楽は芸術音楽の根源ともいえると
いうパリーの観念，この2つの漠然としたイメージが，口承という体験により具体化したとい
える。彼もまた次の世代へと伝える責務を負うこととなる。それは単なる民謡保護ではなく，
民謡をイギリスの芸術音楽として高めることである。これを実現するためにヴォーン・ウィリ
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【譜例1】BushesandBriars
アムズは一貫した創作姿勢を示すのである。
Ⅳ 英国讃美歌集の編纂
讃美歌編纂もまた，ヴォーン・ウィリアムズがイギリス音楽へと惹きつけられる大きな経験
であった。1904年既に存在していた《古代と現代の讃美歌
19）の改善を求めてパーシー・ダー
マー（PercyDearmer1867-1936）20）から編集依頼を受け，1906年英国讃美歌集として出版さ
れた。2年もの間，自らの創作を休止して編集活動に比重を置いていることから，彼は作曲家
としてもこの仕事に携わる重要性を感じていることがわかる。「讃美歌はポリフォニーと民謡
に浸っている」21）というように，讃美歌編集を通し民謡の価値を再認識した。民謡（世俗曲）
を讃美歌へ編曲したり，讃美歌にふさわしい詩やことばを選ぶという，まさにイギリス音楽の
復興，再発見であった。
過去にイギリスのたどった道，つまり18～19世紀，自国の音楽の創造がなかった時期とヴォー
ン・ウィリアムズの創作休止の時間は重なる。この間，民謡，讃美歌などが消滅することなく
生き続けたように，ヴォーン・ウィリアムズが英国讃美歌集の編纂のため創作から離れていた
2年間は，停滞ではなくむしろ充填の期間であった。彼は体系的に英国讃美歌を理解すること
によって，イギリス民謡がイギリス音楽の根源的ファクターであり，同時にその発展性を見出
すに至った。
Ⅴ テューバ協奏曲におけるイギリス音楽の反映
ヴォーン・ウィリアムズは生涯に協奏曲を4曲残している。アカデミックな協奏曲（1925）
にはバロック協奏曲のリトルネロ形式がみられ，ピアノ協奏曲（1931）ではピアノの打楽器的
使用や和音塊などバルトークの影響が認められる。オーボエと弦楽の協奏曲（1944）は小編
成で全体的に牧歌風であり，特に第3楽章では「夏の名残りのバラ」を引用し，更にその傾向
を強めている。このようにそれぞれの作風は時代と共に変化しているが，旋法や五音音階など
民族的要素が音楽の基盤となっている。本稿でとりあげるテューバ協奏曲（1954）はヴォーン・
ウィリアムズの最後の協奏曲であり，彼の作曲技法の最終形がどのようなものか民族的要素を
中心に分析を試みる。
テューバ協奏曲におけるイギリス音楽の要素には，各種の旋法，五音音階，舞曲的リズム，
民謡の形式，動機展開手法，旋律変奏手法，歌唱形態，などがある。ここでは主に旋法，民謡
の動機展開手法，旋律変奏手法，について取りあげる。
1．旋法
1－1 第1楽章の旋法はヘ音（f）フリギア旋法に基づいている。そこから二つの五音音階
を分けて用い，楽曲の中では全体の基盤となっている。
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五音音階①はそれぞれ半音をもたない安定感のある動機で，主にヘ音（f）とハ音（c）間の
跳躍により初出のテーマが形成されている。それに対し，五音音階②はフリギア旋法特有の第
2音における下行導音により，変ト音（ges）とヘ音（f）との間で揺れが起きる。五音音階を
グループ化し，①と②をトニックとドミナントのように用いている。支配音である変ニ音
（des）があまり用いられないこと，その代用としハ音（c）が多用されていることから，第2
音を操作したエオリア旋法ともいえる。
1楽章の中間部はイギリス起源の舞曲であるジグ（Jig）で構成されているが，ここでは終
始変ロ音（b）エオリア旋法から派生した五音音階で旋律ができている。先ほどのような，終
止音に対し下行導音をもたないので，終始リラックスした民族的な曲想が繰り広げられている。
1－2 第3楽章ではリディア旋法をそのまま用いず，支配音ハ音（c）を中心に，それぞれ
のテトラコルドをシンメトリーになるよう配置していて，支配音（c）から終止音（f）に向かっ
て広がる開放的な旋法で，ヴォーン・ウィリアムズの新しいアイディアである。
これは第一楽章のフリギア旋法のテトラコルドの並列と比較すると，その解放的な旋法へと
変化したことが明らかである。
もともとリディア旋法の特徴は第1～4音の増4度（f-h）であるが，変形リディア旋法は
第6，7音を半音下げることにより導音的な緊張感を消し，終止音との距離が広まることで豊
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【譜例2】フリギア旋法と五音音階
五音音階① 五音音階②
【譜例3】ジグ主題
【譜例4】変形リディア旋法
かな進行となる。第3楽章の自由で奔放な雰囲気は，この新しい旋法に由来するものである。
エンディングでは，変形リディア旋法のト音を半音下げて（ges）下行導音の機能を持たせ，
終止音の求心力を高めている。
2．民謡の動機展開手法
ヴォーン・ウィリアムズは民謡における，音楽構造や旋律の中の特徴的な音型，または旋律
の抑揚，変奏手法，などを楽章全体に反映させる手法をとっている。
C-EsF-Es-FまたはC-Es-Fの冒頭モティーフは作品全体を通しての中心的動機であ
る。主要な旋律はほとんどこの3度＋2度の動機を含んでいる。2度＋3度と配置順を入れ替
えたり，上行と下行の向きを逆にしたり，音価を縮小拡大，反復など，モティーフで構成され
る旋律に多様な変化を与えている。これはテューバパートが初出ではなく，オーケストラに先
行して現れている（C-B-C-As，テューバパートからみると，が一体化した逆行形とF-Es-
C，の逆行形）
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【譜例5】第3楽章冒頭
【譜例6】
【譜例7】
2－1 モティーフそのものから導き出される主題
2－2 強調として用いられる2度
F-Es-Fモティーフは，譜例7にあるように第1楽章冒頭でテューバによって奏される。
非常に単純な2度の揺れであるが，その後，ジグ部分のユニゾン，楽章の終止に出現し，第1
楽章の中で印象的な効果をあげている。
2－3 楽節移行時に反映するモティーフの音程
1楽章の冒頭旋律，第2の旋律，ジグ主題，それぞれの旋法の終止音はヘ音フリギア→イ音
エオリア→変ロ音エオリア（f-a-b，再現時はロ音エオリアh）となっており，楽節移行におい
てモティーフが踏襲されたものと思われる。
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【譜例10】
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2－4 際立つ4度音程モティーフ
また，1楽章13小節目までのテューバパートで，第7小節目に唯一4度が出現する。F-B，
C-Gesも重要な動機である。第2楽章では4度上行による，開放感のある穏やかな旋律がテュー
バにより呈示される。更に第3楽章冒頭（譜例5を参照）では変形リディア旋法から生じる，
4度上行モティーフF-H，G-Cの増音程を含む4度の連続により調性から離れ，また鋭角的な
音型へとその性質を変える。ここでは譜例を割愛するが，楽章全体の発想がただ一つ，第1楽
章冒頭に含まれているといえる。
3．民謡の変奏手法
第2楽章はおおよそ3部分に分けられ，まずオーケストラによる旋律，T1が呈示される。
一見，テューバ開始前の序奏風であるが，この後に変奏される旋律の前身といえる。先に述べ
た民謡の動機展開同様，ここではE-D-EFis-Aの一体化したものとのモティーフを主
体とし，イギリス民謡にみられる，反復，拡大，逆行，圧縮，リフレインなどで旋律を形成し
ている。
T1は4度上行モティーフを伴いT2，更にやが6連符へと変奏されたT3，更に
32分音符へと変奏されたT4，というように，楽章の根底に流れるとが構成する旋律に変
化が加えられていく。変奏の手法は多種多様で，冒頭の旋律に含まれるモティーフを引き継ぎ
つつ，別な要素を加えながら類似した新たな旋律を生む。全く同じ旋律が再現されるというこ
とは起きない。それと同時に全く新しい旋律が突然出現することもない。良く似ているが，繊
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【譜例11】
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【図1】
細な変化の連続が止むことがない。また楽章のクライマックス第58～66小節において，ヴォー
ン・ウィリアムズは元々単旋律である民謡を多声的に扱い，効果的なリフレインにより感情に
訴える音楽を創り出している。民謡風でありながら合唱を思わせるような，ユニゾンやカノン
など歌唱形態さえも変奏手法として音楽に反映させている。
Ⅵ ま と め
1．旋法に関して
ヴォーン・ウィリアムズが純粋に民族的な楽想を求める時は，旋法に手を加えず用いる。そ
うすることにより，変化音によって生じる不安定さや緊張感がなく，寛いだ雰囲気が用意され，
より民族色の強い曲想となる。第1楽章中間部のジグ部分はその好例である。
第2楽章の旋法は一貫してエオリア旋法である。それにより奇抜さや意表を突くことを避け，
イギリス音楽の特質である穏やかさ，静謐さなどを表現している。現代的な趣向をもつ楽想に
おいては，教会旋法をそのまま用いるのではなく，ヴォーン・ウィリアムズ独特の操作が行わ
れる。教会旋法における，終止音と支配音の機能はそれぞれの上音を半音下行させることで強
調される。また，テトラコルドをもとに旋法を変更し，二つの旋法の特徴を有したり，既存の
旋法には合致しない流動的な旋法が生まれる。過去の音楽素材を源にしながら，彼独自の発想
に満ちていることがわかる。
2．動機展開手法に関して
ヴォーン・ウィリアムズの作品から，民謡素材のもつ多様性を見出すことができる。うたの
動機とその変奏発展，各フレーズによって形成される全体の起伏，全ての要素が協奏曲の各楽
章と関連性がある。この作品における基本動機は楽節の部分を成すだけではなく，楽章，更に
は作品の形式など外的な部分の発想にまで及ぶ。譜例や図で示したように，同じ素材を執拗に
繰り返し用い，民謡が自分の語法となるよう，また自分の書いた作品が無意識にイギリス的と
なるよう作品に向かっていたことがうかがえる。
第2楽章冒頭の旋律は民謡そのものではないが，まるで民謡のように8小節の中で動機展開
がなされている。採集した民謡にみられる手法であるが，より芸術的なうたへと変容している。
彼は民謡を書くという，最も単純ながら最も多様な音楽を生み出すに至った。
3．変奏的手法に関して
民謡には類似したヴァリエーションが多数存在するように，第2楽章では前出の旋律を再度
用いて次へ発展させるなどの手法がみられる。元の旋律に何か付加する場合，全く新たなもの
ではなく，既出の旋律から派生したリズムや音列（音程）などの特徴を抽出し用いる。これら
の手法により，表面的には大きな変化を狙わない，統一感のある音楽となっている。それでも
平坦で単調な感じがしないのは小節の拡縮による時間の流動性，類似した旋律が常に微妙な変
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奏をもって繰り返されるなど，音楽の細部で起きているわずかな変化による有機性である。
『民族音楽論』の中で彼自身が「民謡の中にわずかな変奏を見つけた時の喜びと興奮」22）を語る
ように，イギリス民謡の持つ繊細な美しさに感銘を受け，この小さな形式の中で起きる小さな
変化を，芸術作品の形式の中においてもとり入れている。
第2楽章の終わりにパーセルが頻繁に用いていた，イギリス終止にみられる対斜を用いてい
る。この属音上の揺れはすでに新しい旋法で行われており，200年の時を経て，過去の音楽と
新しい音楽は発想の基が同一であるといえる。また現代的な試みとして第3楽章の再現部直前
には，リディア旋法から抽出された増4度をポリリズムとして用いるなど，ヴォーン・ウィリ
アムズは過去から現在までのイギリス音楽を一つの作品の中で共存させている。それらすべて
を結ぶものは民謡であり，民謡はすべての音楽の源であるといっても過言ではないことを，作
品によって示したといえる。
ヴォーン・ウィリアムズの晩年の作品であるテューバ協奏曲の分析から，彼の一貫した創作
姿勢を理解した。幼少から初期イギリス音楽に愛着をもち，その音楽の簡潔さと発展性に対し
て抱いていた漠然としたイメージを確信に変える事象が音楽家としての転機となった。ヴォー
ン・ウィリアムズは，イギリス人が築き上げてきた風習や伝統，価値観を映し出す民謡と創作
を表裏一体化し，更には自らの語法ともいえるほど習熟した作品を生み続けた。創作によりイ
ギリス音楽を「生きた音楽」として維持することこそ，彼が志したものだったのである。
Ⅶ お わ り に
音楽にはその国の特質がある，とイギリス音楽復興を担ったパリーやヴォーン・ウィリアム
ズは述べているが，言い換えると音楽にはその国の歴史や文化の背景と共に良識があるという
ことである。音楽教育は常に一人一人の体験や人間性に働きかけているといえる。音楽が心の
琴線に触れることは，同時に良識に対して心が反応していることで，教師はこの点に音楽の多
様性や教科の重要性を感じるべきだろう。自分とは異なる国の風土や，歴史，文化，価値観を
さまざまな音楽活動によって追体験する上で，音楽の感覚的な美しさや，知的な理解に留まる
ことなく，学びの中で共有することが理想ではないだろうか。作品の中に潜む人間の心，情操
を探ることは容易ではない。作品自体，また時代背景など多くの理解が必要である。今後も作
品研究を通し日本における伝統音楽の理解と共に，多様な民族音楽や異文化理解の検討を行い
たい。
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